
西日本こども研修センターあかし

日　程 研　修　名
A日程

（12/８～12/10）
B日程

（12/22～12/24）

児童相談所児童福祉司
スーパーバイザー義務研修（後期）

　久しぶりに、当研修センターに受講生を迎えての研修を実施
することができました。
　児童相談所児童福祉司スーパーバイザー義務研修は、前期・
後期の２期に分けての研修です。前期A日程は、緊急事態宣言の
発出により、オンラインでの研修を余儀なくされたこともあり、
今回参加された受講生からは、やはり顔を合わせての方が議論し
やすかった、同じ立場の方々と対面で率直な意見交換ができて、
とても有意義だったという声が聞かれました。
　西日本こども研修センターあかしは、全国の児童相談所、児童
福祉施設、自治体などの職員が参加されます。中には都道府県を
またぐ移動を禁止されているなど様々な事情を抱える受講希望者
がおられます。これらの事情も考慮し、より多くの受講生に参加し
ていただけるよう、オンラインでの研修と参集での研修のそれ
ぞれの良いところを組み合わせながら研修を企画して参ります。

こども食堂こども食堂へへたくさんたくさんののご支援ご支援をを
いただきましたいただきました

ご提供者 こども食堂への提供品

（一財）こどもサポート財団 様
甲子園クッキー、
ポテトチップス

株式会社創味 様 白花豆、丹波種黒豆

明石商工会議所女性部 様 お米、
缶詰（フルーツミックス）

個人 様 砂糖、塩

明石東ロータリークラブ 様
お菓子詰合せ、
消毒液スタンド、
消毒液

コープこうべ第6地区活動本部 様 お米、
トマトケチャップ

ありがとうございます
子育て応援企業子育て応援企業

　子どもや子育てに関する出張講座を実施している企業を
ご紹介します。 ※コロナ禍のため、活動休止の場合もあります。

企業名 実施内容
生活協同組合コープこうべ
第６地区活動本部 ● コープ職員による学習会の実施

ゆうべファミリー
治療院

● 親子向け「お灸セルフケア」
  「ねんねタッチ読書会＆練習会」
● 子ども向け「言葉の使い方講座」

きのこ歯科こども歯科 ● 親子向け「子どもの歯磨き講座」

社会医療法人愛仁会
明石医療センター ● こども食堂への出張講座

詳細については財団ホームページをご確認の上、各企業に
お問い合わせください。
https://akashi-kodomo-zaidan.jp/index.php/
news_list/ouenkigyo_news_list/831

/

こども食堂とのコラボ実績こども食堂とのコラボ実績

出前講座

財団HP
QRコード

一般財団法人 あかしこども財団
〒674－0068
明石市大久保町ゆりのき通１丁目4-7 西日本こども研修センターあかし
電　話 078－920－9670
ＦＡＸ 078－920－9671
メール info@akashi-kodomo-zaidan.jp
ＨＰ https://akashi-kodomo-zaidan.jp

　魚住東地区民生児童委員協議会のみなさまが魚住市民
センターで、魚住小学校区、錦が丘小学校区向けにそれ
ぞれ月１回開催中です。
　この日は、クリスマスということで、
サンタさんが子どもたちへプレゼント
を持って来てくれました。

ビーフシチューにケーキ、シャンメリー、
お菓子、おもちゃ、ローストチキンなど盛り
だくさんで、会場には子どもたちのとっても
楽しそうな笑顔が

 あふれていました。

次はどこの食堂に行こうかな…
 次回もお楽しみに♪

こども
食 堂
レポート

所在地

今回は、魚住小学校区・錦が丘小学
校区の「レストラン つながり」
に行ってきました。

 ×  × 
ピー・アンド・ジー株式会社 明石工場 第一生命保険株式会社 明石支社

夏のリコチャレ2021夏のリコチャレ2021
おむつを使った実験おむつを使った実験

夏休みこども夏休みこども
 ミニ作文 ミニ作文
　 コンクール　 コンクール

あかしこども財団だよりあかしこども財団だより
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あかしこども財団の

取り組みを紹介する

季刊誌です

＼ 1月26日（水）開催 ／ 集合＆オンライン集合＆オンライン
ハイブリッド形式ハイブリッド形式

『地域の気づきの拠点』を目指すこども食堂が、課題を抱える子どもへの理解の促進と
その対応力を高めるため、こども食堂運営者の皆さまを対象に研修会を開催しました。

　子どもたちが明るく、前向きに、将来の夢や希望
を育む機会となるよう、こども夢講座の第２弾を
開催しました。
　今回は～企業編～として、「あかし子育て応援企業｣
と連携して、コロナ禍でも親子で楽しめる内容で
実施しました‼ 

オンライン開催
＼ 2月26日（土） Zoom配信 ／

前向きに 将来前 将に向 将

） ZoommooZ m

集合：18団体29名集合：18団体29名
オンライン：８団体12名オンライン：８団体12名
合計26団体41名が参加!合計26団体41名が参加!

立命館大学産業社会学部立命館大学産業社会学部 斎藤真緒教授 斎藤真緒教授
「ヤングケアラー気づきのポイント」「ヤングケアラー気づきのポイント」

〇 誰かの問題ではなく、私自身の問題。ケアとともに生きることの様々な制約を
地域社会で支えていくという視点が大事

〇 何か起こってからではなく、ケアが発生した時点で地域が関わる仕組みづくり・
地域づくりが大事

〇 子どもたちがこども食堂に来るという関係性があるからこそ、「ちょっと話してみよう」
「次の日がんばろう」となる。「あなたのことを見ているよ」という関係を大事に

明石市立発達支援センター明石市立発達支援センター 東川博昭相談員 東川博昭相談員
「気になる子どもの理解と対応」「気になる子どもの理解と対応」

〇 気になる子どもの理解と対応として、まずは気になる子どもの背景を知ることが大事
〇 子どもの行動には理由があり、行動の前の「状況やきっかけ」と、行動の後の
「結果や周囲の関わり」を整理することが大事
〇 保護者へのケアも大切。保護者支援のキーワードとして…　『①信頼関係を築く
②傾聴する③共感する④相手の価値観を尊重する⑤支援者間で連携する』がある

講義❶講義❶

講義❷講義❷

第１部 ｢ 」による新聞づくり
 講師／神戸新聞社明石総局

第２部 ｢ライフサイクルゲームⅡ」で遊ぼう
 講師／第一生命保険株式会社

第３部 ｢パン作り」に挑戦！
講師／株式会社中市大福堂（ダンマルシェ）



 

＼ ２月12日（土）開催 ／

 ご協力、本当にありがとうございました！

安藤　優希さん 伊藤　静香さん 伊藤　実央さん 榎田　翔さん　　

金井　まことさん 木村　天哉さん　 藤﨑　美夕樹さん （五十音順）　　

ご参加いただいたみなさん

「 子どもに対して、『元教師だったからこうやって教える』や、『元保育士だったか
らこうやって考える』みたいな、色んな職の立場（のスタッフ）から、いろいろな
意見（子どもへの接し方）を聞けるのがすごく勉強になる。」　

「 『ありがとう』と言われたのがとても些細なことですが、すごく嬉しくて、今この
子の役に立てたんやなと実感できます。」

「 子どもたちがかわいいし、自分も笑顔になるし、子どもとの接し方も学べる。」

「 楽しいからというのももちろんだけど、周りの人たちが自分を受け入れてくれて
いて、だからこそ居心地が良くて楽しいと思えるし、やりがいを感じられるし、
続けられていると思う。」

続けられる理由

「 年上の人にたくさんたくさん遊んでもらったので、自分も誰かのお世話をしたい。
年上の人たちにやってもらったことを年下の子たちにやりたいという思いで始め
ました。」　

「 すごく楽しいみたいなことを聞いて、その上に３回生なので、就活でも使える
かもしれないと聞いて、思ったより楽しくて、子どもと接するのが全然嫌いとか
じゃなくて楽しい。」　

「 小学生や、働いている（現役）世代より上の世代の方と話す機会がなかったの
でそういう機会があればいいなと思って。」　

「 大学で（子どもの）非行について学ぶ機会があって、その中で今の非行の原因と
しては貧困、居場所がないということを学んで。」　

のきっかけは？

ボランティア活動に興味・関心のある方を、明石市内のこども食堂などの

こども支援活動団体につなぐボランティアコーディネートの取組を進めています。

　　ボランティア活動に興味のある方は
　　こども財団（こども支援担当）までご連絡ください！

　　　　　TEL：078-920-9670

こちらの写真は財団だより掲載用
に撮影したものです。　　　

ます。

のです。のです。 　

　新たなボランティア参加者の輪を広げていくため、現在ボランティア活動をされている７人の

学生等をお招きし、ボランティア活動を行うことになったきっかけなどについて語り合っていただ

く「ボラカフェ」を開催しました！

　みなさんのお話はいずれも活動に参加している方ならではの言葉の重みがあり、参加している

楽しみといったお話から、「ボランティアとは何か？」という深いご意見まで短い時間でしたが、

ボランティアのやりがいなどをお話いただきました。

「 子どもから『次もおねえちゃん来てくれる？』と聞かれた時は
すごくうれしい。自分がその子にとって小さな居場所というか安
心できる存在になれたことがすごくうれしい。」

「 コロナウイルスで大学の部活もできなくなったりとか、大学もオン
ラインしかできなくなって、人との関わりがなくなったと思ってい
たタイミングで、こども食堂と関り、人との関わりを持つことがで
きました。」

「 ボランティアは人のためにやるもの、困っている人のためにする
ものと思っていましたが、ずっと続けていく中で、結局は自分のた
めになっているなと。活動する中で人前で話す力や礼儀、行動
力が身につき、自分の力になることがさらに他の人のためにもなっ
ている。」

「 よくしゃべる子は聞き手に徹し、あまりしゃべらない子、自分の世
界がある子、没頭する子には、こちらから話に行くという経験を
通して、コミュニケーション力が上がりました。」

「 家族・親戚でもなく、友達でもない、なんでもない関係はあた
たかい。自分が育ててもらった場所があるから、今度は自分がサ
ポートする側に回りたいという思いがあって。誰かがしないとそ
の場所はなくなってしまう。」

のやりがい！


